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会議議事録（要旨）

会議の名称 第３回 宇和島市障がい者計画・障がい福祉計画検討委員会

開催日時 令和３年３月１日（月）１４：００～１５：０５

開催場所 宇和島市役所 地下会議室

出席者氏名
青嶋委員、内山副委員長、小林委員、家田委員、川﨑委員、桑原委員

谷田委員、中村委員、平野委員、松浦委員、山本委員長、伊手委員 （名簿順）

欠席者氏名 なし

事務局職員氏名 福祉課 武田課長、二宮課長補佐、岡原係長、土居

会議次第

１ 開 会

２ 議 事

（１）第２回検討委員会の議事要旨

（２）パブリックコメントについて

（３）宇和島市障がい者計画・障がい福祉計画（第６期）案について

３ 閉 会

配付資料

資料１ 宇和島市障がい者計画・障がい福祉計画（第６期）検討委員会名簿

資料２ 第２回宇和島市障がい者計画・障がい福祉計画検討委員会要旨

資料３ パブリックコメントについて

資料４ 宇和島市障がい者計画・障がい福祉計画（第６期）[案]新旧対照表

資料５ 宇和島市障がい者計画・障がい福祉計画（第６期）案

その他
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議事内容（要旨）

委員長
・開会

・挨拶

事務局
・出席者確認

・資料確認

委員長 ・議事（１）第２回検討委員会の議事要旨について、事務局より説明願いたい。

事務局 ・資料２説明

委員 ・資料のどこに書いてあるのかきちんと説明してもらいたい。

事務局

・説明不足で申しわけない。

・資料２には抜粋したものを記載し、それ以外も含めて説明していた。

・資料５もあわせて説明

委員長

・事前にいただいた資料に加えて、３点ほど資料５の中から説明があったので、

あちこちした感はあるが、ご質問、ご意見などあれば伺いたい。

・議事録の訂正等なければ、次の議事に移りたい。

・議事（２）パブリックコメントについて、事務局より説明願いたい。

事務局
・議事録については提示の内容で確定する。

・資料３説明

委員長 ・ご質問、ご意見などあれば伺いたい。

委員
・パブリックコメントの件数が６件。非常に少ない。一般のからの意見もあっ

たのか。

事務局 ・あった。

委員

・伊達博物館の建替検討委員会は、４か所で７回のパブリックコメントを実際

の会場でやっており、非常にたくさんの意見も出ている。福祉計画はイコール

ではないかもしれないが、もう少しパブリックコメントで広くいろんな方の意

見が聴けるように、例えば場所を設定して来ていただいて意見をいただくとか

いうことができなかったのかなと思う。ホームページに出してます、意見をく

ださいではなかなか意見は集まらない。幅広く意見をとるためには工夫がいっ

たのではないか。次回のときにもうひと工夫するということを考えたらどうか

なと思う。

事務局

・例えば、早い段階でワークショップやヒアリングなどを行えば、参加してい

ただいた方の意見は聞くことができるというところがあるので、そういった面

は、次回に向けて検討していけたらいいと思う。

委員

・パブリックコメントについて、誰にでも分かりやすいようにやった方がいい

のではないか。例えば資料５の３７ページ、宇和島ノーマライゼーションプラ

ンにしても、福祉の仕事に関わる人は別だが、馴染みのない言葉でなく、一般

の人にも分かるようにすればいいと思う。

事務局

・ご意見をいただき、資料５に巻末資料として用語集を載せたが、ページが離

れると分かりにくいということはあると思う。表記の方法など、分かりやすく、

同じページに記載するなどの工夫をしていきたい。
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委員長
・議事（３）宇和島市障がい者計画・障がい福祉計画（第６期）案について、

事務局より説明願いたい。

事務局 ・資料４、資料５説明

委員長 ・ご質問、ご意見などあれば伺いたい。

委員

・追記したことはよいと思う。住みよいまちづくりというか安心に暮らせるま

ちということで、市内の危険箇所の点検を一緒に回ってもらいたいとの希望が

ある。市の方でまちの危険箇所の点検に出ることはできるか。

事務局 ・福祉課であれば、一緒に取組むことができる。

委員

・また、スポーツのことで、視覚に障がいがあっても楽しめるスポーツとして、

フライングディスクがある。以前に市か社協か分からないが購入したことがあ

るのではないかと思う。それについて貸出ということはできるか。

事務局 ・代替品であるが貸し出すことは可能。

委員

・１２月定例会の市議会だよりで、このような質問をされている。当市では、

我が事丸ごと地域づくり推進事業を開始し、生活困窮、障がい、認知症など複

雑化した問題を世帯丸ごと受け止めるくらしの相談窓口を福祉課に設置。それ

とあわせて、改正社会福祉法に基づく、重層的支援体制整備事業を令和３年４

月から開始予定である。ここらあたりのところが、計画に文言がでてきていな

い。関連性があると思われるが、これは入れなくていいのか。

事務局
・来年度、障がい計画の上位計画となる地域福祉計画の策定を予定している。

その中で、計画の中に盛り込んでいくことを考えている。

委員

・市内の危険箇所の話だが、これも市議会の中で質問があり、交通事故等が多

発している横断歩道、路側帯、停止線の文字や表示が薄くなって危険な場所が

ある。これに対して、市は、こういうところがあれば言ってください、横断歩

道は警察、市が管理しているところは市の建設課、県が管理しているところは

県、それぞれ連絡しますので言ってください。で終わり。こんなことで本当に

危険な箇所がなくなっていくのかなと思う。市役所の前の横断歩道、愛媛銀行

の方は完全に消えてしまっている。車の停止線がわからないからどこで止まっ

ていいか分からない。愛媛県の警察の重点取組みは、歩行者の横断歩道上の事

故防止、横断歩道消えている、停止線消えている、どうやって減らすのか。ど

うやって車は止まるのか。市議会の中でに取り上げられて、そっから２か月も

３か月も経って未だに変わっていない。せめて市役所に来られる方の安全を確

保してほしい。宇和島市内のいたるところで消えかかっている。これは警察、

これは市、これは県やということで終わってはいけない。これこそ進行管理し

てどうして直していくということをやってもらわないと、言いっぱなしで終

わってしまうので、歯がゆい面がある。ここで言っても仕方のない話かもしれ

ないが。それから、もう一点、計画の進行管理表について、計画案を見ていく

と、現状があって、現状に対しての課題、課題が基本目標となっている。課題

がたくさんあって、それが９項目の基本目標となっている。そして基本目標の

とりまとめが、このシート、それぞれ具体的に所管課があって、どういう取組



4

みをしたか、そして評価がどうか、次年度はどうしていくのかということに

なっている。評価シートの中身をもう一度見てみると、推進しますとか努めま

すとか、例えば手話通訳者を増やしますとか研修をしますとかそういった表現

となっている。具体的に数値で書いていないから、どうやって評価するのか。

例えば手話通訳者を１０名増やしますとかいうことであれば、増減がどうなっ

たとか、５人であれば半分ということになる。数値化していないとどうやって

この取組状況を、例えばＡ：十分な成果が達成されているとか、数値化のない

取組をどうやって評価していくのか。文言だけで評価できるものなのか。前年

比何％増やしますみたいなことが書いていないと、一番頭の評価一覧が入れよ

うがない。全てが数字で評価できないが、できるものについては数字を入れて、

それに対する取組を評価するのが普通ではないか。そういうふうに変えてほし

いと思う。事務局も大変だと思う。文言だけでどのように評価するのか。今ま

でこうだったものがこうできた。それは大いに結構。そういうものであると思

う。

事務局

・数値化できないところもあるが、評価については、具体的な事務事業に結び

付けて、こういう取組みをしているあるいわこういうことを始めたとかいうこ

とで取組んでいけたらいいのかなと思っている。そういうことを繰り返してい

きながら、計画自体を例えば、今期の間には何をどれだけ増やすとか、そうい

うふうに持っていければいいのかなというふうに思っている。

委員

・例えば、職員の障がい者への理解促進という取組項目では、特性に応じた適

切な対応ができるよう研修等の充実について検討します。とあり、活動指標と

しては、職員研修の実施状況、何だかよく分からない、いつやるのか、何回やっ

たというところで数字を入れていくものではないか。もう今から直すことでき

ないかもしれないが、取組状況のところにそういうふうに数字を入れて書かす

担当課で、具体的に書いてもらう、文言でなくて、研修を５回したとか、そう

いうふうに事務局から言ってもらうといいと思う。

委員長
・今後の評価等をするときに今ほどの意見を踏まえて数値で表すようにするこ

とはできるのではないか。

委員

・障がい者相談員の活動状況を取組状況にあげているが、障がい者相談員であ

るが何もやっていない。一回も研修も受けてない。そんなのをどうやって書く

のか。書くことを考えると研修をしなくてはならない。研修をして、相談を何

回受けたとか、一回も相談も受けていない。件数もゼロ。コロナの関係もある

かもしれないが、絵にかいた餅で終わってはだめ。具体的に書いてもらうこと

が必要で、福祉課にあがった時にこれではだめだと返してほしい。そうでない

と進行管理表を作った意味がない。男女協働参画審議会ではだめなときは返し

てもらった。具体的な内容を書いてくださいと。そういうふうにしていかない

とせっかく作ったのにもったいないと思う。

事務局

評価を繰り返しながら、次年度の取組のところに、今年度はこれだったから、

次年度は倍にするとか、数字で実績をあげているものについては、次年度の取

組のところも数字をどうするのかということを入れていきながら、全体的に変

えていきたいと思おり、そういう取組み方としていきたいと思う。
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議事内容（要旨）

委員長

・貴重なご意見で、すぐに変えるのは難しいかとは思うが、今日の事務局の説

明を聞いても、具体的に取組もうとしているのが伝わってくるので、今後に期

待したいと思う。

委員

・移動支援のことについて、計画の中にもあったが、視覚障がい者にとって何

が困るかというと移動のことになる。私の住んでいるところは、公共の交通機

関は、コミュニティバスしかない。それが土日や祝日なんかは休み、日曜日に

よく用事があったりして出かけるが、そういう時には利用できない。今日私が

ここへどういうふうに来たかというと、つれあいに最寄りのバス停まで車で

送ってもらった。時間は１５分くらい。忙しい時期なので、この時間じゃない

といけないということで、バス停でバスを５０分待った。ガイドヘルパーをお

願いしていたので、ガイドヘルパーさんが１０分前くらいに来て、バスに乗せ

てくれた。それからバスで宇和島市の恵美須町で降りて、指導員さんと一緒に

ここに来た。そのように、多くの人の手を借りて、時間もロスをいろいろ考え

ながら、移動しなくてはならない。この計画、コミュニティバスとかタクシー

券とか書いていたが、利用できないことが多い。このままの計画だったら、何

の進歩もない。これで私たち、よくなることがあるのかと思ってもちっともよ

くならない。そういったところ、移動支援についても、細かい配慮というか、

例えば事業所の車を使って移動することができるとか、それはいけません、で

きませんとそういうことは言わないで、できる方法をいろいろと考えて、今後

の計画の中に盛り込んでいただくということをお願いしたい。

事務局

・移動支援について、ヘルパーの車にということになると、まず制度的な話と

なるが、事業所自体が、運送業の許可をとることが必要となる。それはそれで

（移動支援の）利用が難しい状況もあると思うので、そこに対してはどうして

いくのかっていうことは考えていかなくてはならないと思う。タクシーの事業

は、国、県の事業でなくて、市で独自にやっている事業となるので、開始して

数年経っている状況で、どのようにすれば皆さんに利用していただけるかとい

うことを随時考えている状況。タイムリーにこう変えましたという提示はでき

てない状況であるが、そういったところも、相談しながら、一つ一つ進めてい

けたらいいのではないかと思っている。

委員 ・前向きに検討してもらえればありがたい。

委員長

・私たちがよくなると思えるという言葉があったと思うが、この計画ができて、

少しでも、障がい者の皆さんも一般市民も、やさしい宇和島市に少しでも変

わったなと実感ができるように変わっていければと思う。ぜひ、そのような取

組みをお願いしたい。私たちもそれぞれの立場でできることを考えていかない

といけないと、事業所の立場としても意見を聞かせていただいた。また、先ほ

ど自分たちも危険箇所の点検をやるので一緒にとの話もあったりして、こうい

う計画を作ることによって、連携とかもスムーズにとれるようになったらいい

のかなと思いながら、意見を聞いていた。
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委員長

・その他意見がなければ、宇和島市障がい者計画・障がい福祉計画（第６期）

の案についての採決をとりたい。賛成いただける方は挙手をお願いしたい。

・全員挙賛成で、委員会として、計画案について承認することを決定させてい

たく。

事務局
・今後について

・お礼のあいさつ

委員長 ・あいさつ

副委員長 ・あいさつ

委員長 ・閉会


